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１ 【臨時報告書の訂正報告書の提出理由】

2026年５月15日付で金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号

の５の規定に基づき提出いたしました、第１回無担保転換社債型新株予約権付社債に係る財務上の特約に定める事由

の発生に関する臨時報告書について、割当先から繰上償還請求を行使しないことに同意する旨の書面を取得しました

ので、関連する記載を変更するため、金融商品取引法第24条の５第５項の規定に基づき臨時報告書の訂正報告書を提

出するものであります。

 
２ 【訂正事項】

（4）財務上の特約に定める事由の発生があった場合の事由の内容及び当該事由が発生した年月日並びに当該事由を

解消し、又は改善するための対応策

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 
（4）財務上の特約に定める事由の発生があった場合の事由の内容及び当該事由が発生した年月日並びに当該事由を

解消し、又は改善するための対応策

（訂正前）

（事由の内容）

当社の2026年３月期以降の各事業年度末日における連結の通期の貸借対照表に記載される純資産合計の額が、

直前事業年度末日における連結の通期の貸借対照表に記載される純資産合計の額の75％を下回った場合

（当該事由が発生した年月日並びに当該事由を解消し、又は改善するための対応策）

2026年３月期末の連結貸借対照表において、上記（事由の内容）の財務上の特約に抵触しております。当該特

約への抵触により、GP上場企業出資投資事業有限責任組合は当社に対して本社債の全部又は一部の繰上償還を請

求する権利を有している状態にありますが、当社は、GP上場企業出資投資事業有限責任組合の管理・運営を行う

グロースパートナーズ株式会社とは事業提携契約を締結して各種の経営支援を受けており、社内の業務改善に係

る各種PJでの連携を含め継続的・緊密に協議の機会を設け支援活動を受けるなど、良好な関係を維持しており、

引き続きその関係を維持しながら継続的な支援を得られるものと認識しております。

 
（訂正後）

（事由の内容）

当社の2026年３月期以降の各事業年度末日における連結の通期の貸借対照表に記載される純資産合計の額が、

直前事業年度末日における連結の通期の貸借対照表に記載される純資産合計の額の75％を下回った場合

（当該事由が発生した年月日並びに当該事由を解消し、又は改善するための対応策）

2026年３月期末の連結貸借対照表において、上記（事由の内容）の財務上の特約に抵触しております。当該特

約への抵触により、GP上場企業出資投資事業有限責任組合は当社に対して本社債の全部又は一部の繰上償還を請

求する権利を有している状態にありますが、当社は、GP上場企業出資投資事業有限責任組合の管理・運営を行う

グロースパートナーズ株式会社とは事業提携契約を締結して各種の経営支援を受けており、社内の業務改善に係

る各種PJでの連携を含め継続的・緊密に協議の機会を設け支援活動を受けるなど、良好な関係を維持しており、

引き続きその関係を維持しながら継続的な支援を得られるものと認識しております。当社は、かかる関係を踏ま

え、GP上場企業出資投資事業有限責任組合との間で協議した結果、GP上場企業出資投資事業有限責任組合から、

当該財務上の特約への抵触に関連して繰上償還請求を行使しないことに同意する旨の書面（2026年５月29日付）

を取得しました。
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